<< 情報Ａ >>　シラバス作成用資料

① 学習の到達目標等

	教科名 （情報）
科目 「情報Ａ」
	単位数
	学科・学年・学級
	使用教科書・副教材

	
	２単位
	○○科　　○学年
	高等学校「新版 情報Ａ」教科書　開隆堂出版
「新版 情報Ａ」サブノート　開隆堂出版

	学習の到達目標
	コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して，情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識と技能を習得させるとともに，情報を主体的に活用しようとする態度を育てる。

	評価の観点
	・コンピュータや情報通信ネットワークなどに関心をもち，身のまわりの問題解決を通して情報を進んで活用しようとするとともに，情報社会に主体的に対応しようとする。
＜関心・意欲・態度＞
・情報を収集・処理・発信する方法を工夫したり，結果を踏まえて改善したりするとともに，情報モラルを踏まえた適切な判断をする。＜思考・判断＞
・コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用するための基礎的な技能を習得し，目的に応じて情報を適切に収集・処理・発信するためにコンピュータなどを活用する。
＜技能・表現＞
・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を身に付けるとともに，情報社会における情報技術の役割や影響を理解している。＜知識・理解＞


② 学習計画及び評価方法等

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	４月
	１章　情報社会に生きるわたしたち
１ 情報化の進む社会
２ 情報社会とわたしたち
３ 情報社会をよりよく生きるために
	○コンピュータや情報通信ネットワークなどの発達が，生活や社会に対して与える影響について知り，教科「情報」の意義と心構えについて考える。
	・近未来の情報社会の説明から,生活と情報のかかわりについて考えさせる。

＜コンピュータとインターネットの利用環境＞

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	生活と情報のかかわりに関心を持つ。<関心・意欲・態度>
	授業態度,サブノート

	
	日常生活でコンピュータや情報通信ネットワークの活用方法を考える。情報社会をよりよく生きていく方法を考える。<思考・判断>
	サブノート

	
	情報社会において，情報収集する手段を選択することができる。<技能・表現>
	サブノート

	
	コンピュータや情報通信ネットワークの発達が，生活や社会に与えた影響を理解する。<知識・理解>
	ペーパーテスト

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	５月

６月
	２章　情報を活用するための工夫
１節　情報機器の活用
２節　問題解決と情報の活用
３節　情報伝達の工夫
	○情報機器の種類や特徴について学び，その学びを生かして，情報機器を活用した問題解決の方法と，情報を効果的に伝達する方法を工夫できるようにする。
	・情報機器の役割

　「自己紹介」<文書処理>

　「体育祭の集計」<表計算>

　「Webページ」<ブラウザ>

　「電子メール」<電子メール>

・問題解決
「テーマパークへの旅行計画」<文書処理,表計算,ブラウザ>

・情報伝達の工夫
「フロアガイドの作成」<文書処理，画像処理>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	問題解決と情報伝達にコンピュータや情報通信ネットワークなどを活用することに関心を持つ。<関心・意欲・態度>
	授業態度,サブノート

	
	目的に応じた問題の解決手順や情報を伝達する方法を工夫する。<思考・判断>
	サブノート

	
	コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用することができる。目的に応じて問題解決や情報伝達を行うことができる。<技能・表現>
	成果物・サブノート

	
	問題解決の手順，的確な情報伝達の方法を理解している。<知識・理解>
	ペーパーテスト,成果物

	月
	単元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	７月

９月

10月
	３章　情報の収集と共有
１節　情報の検索と収集
２節　情報の共有と発信
３節　ネットワーク社会のルールとマナー
	○情報の検索や収集，情報の共有や発信のしくみについて学び，目的や課題にそって情報を活用していくため，適切な情報の検索や収集，情報の共有ができるようにする。
	・情報検索
「検索エンジンの利用」<ブラウザ>

・情報の共有
「コード,プロトコル,圧縮，リンク」
<OS,ブラウザ,文書処理,テキストエディタ,画像処理>

・情報の発信
「Webと電子メール」<ブラウザ,電子メール>

・プライバシーと著作権の保護
「著作物の許諾」<電子メール・ウィルス対策>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報通信ネットワークやデータベースの活用や情報の収集・発信に関心を持つ。<関心・意欲・態度>
	授業態度,サブノート

	
	情報の収集・発信方法を工夫し，情報の収集・発信における問題点を考える。<思考・判断>
	サブノート,成果物

	
	情報の検索・収集・共有をコンピュータや情報通信ネットワークを活用して行うことができる。<技能・表現>
	成果物,サブノート

	
	情報を効率よく検索・収集・共有・発信する方法，そのときに生じる問題とその対処方法を理解している。<知識・理解>
	ペーパーテスト

	月
	単元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	11月

12月

１月
	４章　マルチメディアによる表現

１節　情報の統合
２節　プレゼンテーションをしよう
３節　Webページをつくろう
	○コンピュータを活用した情報の統合のしかたを学び，プレゼンテーションかまたはWebページの実習を通して，マルチメディアによる表現方法ができるようにする。
	・問題解決と情報伝達を行いながら，情報を統合する。

・情報の統合な表現

「プレゼンテーション」<プレゼンテーション>

「Webページ」<ホームページ作成,FTP,ブラウザ>

<必要に応じてディジタルカメラ，イメージスキャナ，タブレット，画像処理>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	コンピュータなどの情報機器を活用し，情報を統合し発信することに関心を持つ。<関心・意欲・態度>
	授業態度,サブノート

	
	目的に応じた問題の解決手順や情報を伝達する方法を工夫する。情報を統合する方法を考える。情報発信における問題点を考える。
<思考・判断>
	サブノート,成果物

	
	コンピュータなどの情報機器を使って，適切に情報を統合することができる。目的に応じて問題解決や情報伝達を行うことができる。
<技能・表現>
	成果物,サブノート

	
	コンピュータなどの情報機器で，情報を統合する方法を理解している。<知識・理解>
	ペーパーテスト

	月
	単元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	２月

３月
	５章　情報機器の発達と生活の変化
１節　情報機器の発達のしくみ
２節　情報社会の創造に向けて
	○情報機器の発達や情報機器のしくみについて学ぶ。また，情報化の進展にともなって発生する問題や，望ましい情報社会を創造していくために必要なことを考えられるようにする。
	・今までの学習を振り返りながら，情報機器の発達やしくみを理解させる。

<5大機能，情報量，解像度など>

・日常生活を振り返りながら，情報化の進展と社会の変化を考えさせる。

<POSシステム，電子商取引，SOHO,ETC,GIS，ディジタルディバイドなど>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報機器の発達とそのしくみ，情報と生活のかかわりに関心を持つ。
<関心・意欲・態度>
	授業態度,サブノート

	
	情報化のしくみについて考える。情報化の進展が社会や生活に及ぼす影響について考える。<思考・判断>
	サブノート

	
	情報技術の活用能力を高め，情報を主体的に生活に役立てようとする。<技能・表現>
	成果物,サブノート

	
	情報機器の発達とそのしくみ，情報と生活のかかわりを理解している。<知識・理解>
	ペーパーテスト
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